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神戸医療産業都市は、1995年の阪神・淡路大震災からの復興プロジェ
クトとしてスタート。研究開発の拠点や複数の病院、医療関連企業が集
積し、日本最大級のバイオメディカルクラスターを形成しています。市民
の皆さまに最先端の医療を届けるための取り組みが進められ、多くの成果
があがってきています。ウェブサイト、Facebook、メールマガジンなど
様 な々形で情報をお届けしておりますので、ぜひチェックしてみてください。

神戸医療産業都市（KBIC）
ってどんなところ？

企業・団体
向け市民向け

RECRUITING SITE
神戸医療産業都市で働く魅力を紹介しています。
人材募集中の企業のご紹介、企業・団体で活躍されている方のインタビューや就職関係のイベント情報など
をご覧いただけます。

https://www.hataraku-kbic.fbri.org/

神戸ヘルス・ラボ
健康づくりに役立つニュースレターやセミナー情報をお届けしています。
また、「休養・栄養・運動」などヘルスケア分野における製品・サービスの開発に、市民の皆さまに参画
いただく「ヘルスケア市民サポーター」の募集も行っています。

https://www.fbri-kobe.org/cluster/healthcare/

イベントのお知らせやニュースなど、写真と共に随時更新。
最新の情報をいち早くご覧いただけます。

https://www.facebook.com/kobeiryosangyotoshi/

神戸医療産業都市のトピックスをはじめ、セミナー、
イベントの情報を幅広くお知らせしています。
ぜひご登録ください。
https://www.fbri-kobe.org/kbic/magazine/others/

登録はこちらから→

神戸医療産業都市ポータルサイト
「市民向け」と「企業・団体向け」の２種類があり、それぞれニュースやイベント・セミナー情報など、
様々な情報を配信しています。

まずはここから。

Facebook メールマガジン

KBICで働く魅力を発信

みんなですすめるヘルスケア

https://www.fbri-kobe.org/kbic/citizen/ https://www.fbri-kobe.org/kbic/
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ポストコロナは病院の質が問われる時代になると
予測していましたが、私たちはすでにその段階に足を
踏み入れています。これからの医療従事者や病院に
求められるのは、多くの物事を卒なくこなすことでは
なく、一つ一つを品質良く完遂する能力なのではない
でしょうか。それを当病院に当てはめてみると、重篤な
患者さんに対する高度医療をチーム一丸となって成し
遂げる力ということになります。この場合の高度医療
とは、神の手と言われる医師の手技や最新の医療機器
だけに頼ることではありません。こうしたエッセンスを
うまく利用しながら、目の前の患者さんの問題を多職種
で分析し、情報を共有しながら速やかに解決すること
だと考えます。幸いにも当病院は、新型コロナ対応
から多くを学び、よりレベルの高い医療を提供できる
ようになりました。市民の皆さんにとって、さらに心強い
「最後の砦」として成長できたと確信しています。

技術指導の要望が来るような病院になりたいですね。
私たちはどこにも負けないチーム医療のスキルや
共有のノウハウを持っています。次の100年はそれら
を国外に情報発信しながら、世界の名だたる医療
機関と対等に交流ができる病院を目指していきたい
と思います。

神戸市立医療センター中央市民

病院は、1924年に神戸市長田区に

開院した「市立神戸診療所」に始

まり、1981年にポートアイランドへ

移転、2011年に現在の場所に新築

移転し、2024年3月には開院100周

年を迎えます。768床の病床、30を

超える診療科を有する神戸市域の

基幹病院で、地域住民の生命と

健康を守るため、患者さん中心の

質の高い医療を提供しています。

新型コロナウイルス感染症パンデ

ミック下では、全国の医療機関に

先駆けて重症感染者専用臨時病

棟36床を開設、多くの患者さんの

治療を実施してきました。その一方

で、企業や大学と連携し、同ウイル

スの抗体検査等に関する研究開

発、治療や検査に関する研究も進

めており、医療の革新にも貢献して

います。24時間365日、市民の生命

と健康を守る「最後の砦」として、

地域医療機関との連携を強め、

救急医療の充実、高度医療の提供、

そして患者さんにやさしい医療の

提供を継続しています。

コロナ禍では、私が以前から目標に掲げていた医工
連携の道も開けました。その一つとして、神戸医療
産業都市の進出企業であるシスメックスと新型コロナ
ウイルスの抗体検査等に関する研究開発を行い、
臨床実装に貢献できたことは大きな成果でした。他に
もさまざまな企業と80件を超える新型コロナ関連の
臨床研究に取り組みました。医工連携は神戸医療
産業都市のメディカルクラスターの中核を担う当病院
が果たすべき重要な役割の一つです。臨床研究を
通して進出企業との結びつきを深め、研究開発の場を
提供するとともに、私たちも企業の方々から知恵を
お借りするという交流を、神戸医療産業都市推進機構
の支援を頂きながら積極的に進めていきたいです。
当病院は2024年に開設100年を迎えます。高機能

と高品質をミッションに掲げる医療機関としてさらに
発展していくためには、「国際化」が重要なテーマになる
と考えています。海外の医療従事者から共同研究や

新型コロナという大きな脅威に対し、私たちは知恵を
出し合って戦略を練り、組織体制の見直しを図るなど
努力を重ねました。その過程において、皆の職務に対
する姿勢や意識は少なからず変化したと思います。
未知のウイルスを前にしたとき、人間１人の力はあまり
に無力です。多職種が意見を重ね、同じ方向を向いて
進んでいくことが大切であり、それを実践する中で自分
の立ち位置やするべきこと、そして日々更新される情報
を仲間と「共有」する重要性を改めて認識しました。
共有への理解を深め、「協働」を推進することで、チーム
医療の質もレベルアップしたと感じています。一人一人
が自分の立場を理解して、何をなすことが組織全体の
プラスになるかを考えながら行動し、物事をスムーズに
遂行することがチーム医療の本質です。その形に私たち
が近づくことができた結果として、Newsweek誌の
「World’s Best Hospitals 2023」への選出、厚生

労働省の「救命救急センターの評価結果」で救命救急
センターが９年連続の「日本一」、神戸市外部評価
で３年連続最高ランク「S」の獲得につながったと
思っています。暗中模索だった闘い方にお墨付きをい
ただけたのだと安堵しました。

2020年の病院長就任と同時期に始まった新型
コロナウイルス感染症との闘いも、３年が過ぎました。
「光陰矢の如し」と言いますが、歳を重ねると月日の
経つスピードはより増すもので、私にとってこの３年間
は３か月くらいの体感です。神戸市民の命を最優先に
考え職務にあたると同時に、懸命に新型コロナに立ち
向かう職員の健康と命をいかにして守るのか。病院長
として課せられた２つの重責を全うするために全身
全霊を捧げてきました。

長く張り詰めていた緊張の糸が解け、仕事以外にも
目が向くようになったのは、つい最近のことです。外出
が制限されている間に脚力が落ちてしまったので、
昼休みに30分ほどポートアイランド内を散歩するよう
になりました。南側の堤防に出て、神戸空港を離発着

する飛行機や海を行き交う船を眺めたり、街路樹が
つける葉の色や花の美しさに季節の移ろいを感じた
り。心を奪われた景色や新たな発見をスマホのカメラ
で撮影しながら、じんわりと汗をかく時間は心地良い
ものです。歩数計が自分の目標値をクリアしていると
達成感もあり、日々の楽しみになりました。

I N T E RV I EW- インタビュー 神戸医療産業都市の企業・団体の関係者にKBIC Pressが独占インタビュー。

KBIC Pres s

長いトンネルの先に
ようやく差し始めた光

コロナ禍で再認識した
「共有」と「協働」の大切さ

質のある医療が求められる
ポストコロナ時代へ突入

世界の名だたる病院と
対等に交流するために

新型コロナとの闘いで得た
より強固なチーム力

新型コロナウイルス感染症の流行期に多くの重症患者を受け入れ、「最後の砦」として神戸市
民の命を守ってきた神戸市立医療センター中央市民病院。厳しい闘いに挑み続ける自組織の
ことを「軍艦」に例えた木原康樹病院長は、その船長として難しい舵取りを担いました。「新型
コロナの性格がわかり、診療体制もしっかり構築された今は、落ち着いて対応できるように
なった」と穏やかに話す木原病院長に、組織の中で新たに芽生えた意識や今後の目標などに
ついてうかがいます。

木原 康樹 神戸市立医療センター中央市民病院
病院長

K i ha r a  Ya s u k i
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中央市民病院
Kobe City Medical Center
General Hospital
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次世代シーケンサー（ゲノム解析装置）

ポストコロナは臨床試験のリモート化も加速

米国に本社を置くIQVIAは、データサイエンスやテク
ノロジー、専門知識を融合し、ライフサイエンスビジネス
の最適化を支援するグローバルリーディングカンパニー
です。半世紀以上の実績があり、約８万6000人の社員
たちが100以上の国と地域で活躍しています。その日本
法人であるIQVIAサービシーズ ジャパンとIQVIA
ソリューションズ ジャパンなどで構成するIQVIAジャパ
ン グループには、CRO事業（医薬品開発受託業務）や
CSO事業（医薬品営業・マーケティング受託業務）、
コマーシャル・ソリューション事業（データ、テクノロジー、
コンサルティングサービス）があり、それぞれが法人の
枠を超えて有機的につながり、事業に取り組んでいます。
主軸の１つであるCRO事業では、厳密な規制や管理

を要する新薬の臨床試験の依頼や準備、モニタリング、
データ収集等の一連の業務を製薬会社に代わって行
い、医薬品開発の効率化や安心・安全に寄与しており、
世界売上上位のほとんどの製品開発に関わっています。
最近では、ICTを用いた臨床試験の実施、リアルワール
ドデータの利活用や医学的な専門知識を必要とする
戦略立案など事業範囲を拡大。業務の一つ一つが
“ For the patient ”であるということを組織全体で
常に意識し、その言葉を大切なモットーとして全社員
が共有、業務に従事しています。

医薬品開発は近年、患者数が極めて少ない希少疾患
や様々な検査の進歩により細分化された癌へとターゲッ
トが移り、同じ研究の実施計画書を基に複数の国で臨床
試験を行うグローバル試験が増えるなど、より高度で複
雑になってきています。臨床開発事業本部長の松田秀康
氏は、「私たちIQVIAはさまざまな国でサービスを展開し
てきた経験と人材、蓄積した膨大な医療データを利活用
し、希少疾患や癌においても速やかに臨床試験やグロー
バル試験の基盤を整備できるのが強み。また、臨床経験
のある領域別専門医が国内に15人在籍しているので、ス
ポンサーが初参入する疾患領域の臨床試験に着手する
場合はコンサルティングも担える」と強調します。同社は神
戸医療産業都市内に先端医療臨床開発オフィスを開設
しており、進出企業等との交流や協働にも意欲的です。
「日本を代表するバイオメディカルクラスターの一員であ
ることは、新薬を必要とする患者さんへの貢献を目指す
上で非常に有用。引き続き神戸医療産業都市のブランド
力を借り、当社が注力する細胞治療や再生医療の分野
で価値を高めていきたい」と力を込めました。

1912年に発足した神戸市健康科学研究所は、市の
保健衛生行政の科学的・技術的な中核機関として、市
民生活の安全・安心と健康を守るための調査研究や試
験検査を行っています。また、感染症や食中毒などの健
康を脅かす突発的な事態に速やかに対応し、まん延防
止に努めるのも重要な役割です。同組織は感染症部と生
活科学部で構成されており、感染症部は感染症や食中
毒発生時の健康危機管理対応にあたるほか、保健所や
医療機関と連携して病原体の詳しい解析やモニタリング
を行い、日頃から感染症対策に取り組んでいます。生活
科学部では、市内を流通する食品中の農薬・添加物・
放射性物質などの検査や、水や大気中の化学物質の分
析などを実施し、市民の健やかな暮らしを支えています。
施設内には病原体などを安全に取り扱うための高度

安全実験室が設置されており、厳格な安全管理のもと、
博士号や修士号を持つ研究職員と薬剤師、そして獣医師
などの技術系行政職員が検査業務や研究を行っています。

新型コロナウイルス感染症においては、発生当初に
市内で唯一のPCR検査施設として稼働し、市内医療機
関等のPCR検査立ち上げの技術支援にも尽力しました。
また、全国に先駆けてゲノム解析に着手し、変異株の
検出やクラスターの検証を感染対策に生かすとともに、
科学的根拠に基づく情報を市民や保健衛生行政に
発信して感染予防の啓発に努めました。岩本朋忠所長
は、「当研究所は100年以上の歴史を持っており、赤痢
やコレラなどとの戦いに始まり、世界中で流行した
SARSやMERS、2009年の新型インフルエンザなど、
長年に渡って様々な公衆衛生上の課題に向き合って
きた。海外からもたらされることも多い感染症に対し、
国際都市・神戸は古くから高い意識をもって立ち向かっ

ている。新型コロナ発生時に私たちが即座に対応でき
たのは、蓄積した経験と研究マインドが生かされた結果
だ」と胸を張ります。また、ポートアイランドに基盤を置く
利点については「感染症拠点病院の神戸市立医療
センター中央市民病院や兵庫県立こども病院との連携
の取りやすさにある」と明言。同研究所の高度な病原体
ゲノム解析技術や知見は、これらの医療機関との共同
研究にも活用されています。「私たちの研究は将来の
医療へのシーズにもなるはず。進出企業や大学等に
当研究所のことを知ってもらい、協働して新たな治療法
や予防法の創出に寄与したい」と語りました。

アイキューヴィア

医薬品開発を様々な方向から
サポートする重要な存在

神戸医療産業都市の力を借りて躍進 感染症や食中毒発生時に迅速に対応

豊富な経験と研究マインドが強み

INTRODUCTION 神戸医療産業都市で活躍している企業・団体のご紹介。

最新の科学的技術と知識で、市民の健康と暮らしを守る新薬を一日も早く届けるための支援をグローバルに展開

松田 秀康 氏

IQVIAサービシーズ ジャパン
合同会社
臨床開発事業本部長 岩本 朋忠 氏

所長・博士（薬学）

私たちは新型コロナ対応から多くの貴重な
経験と新たな技術を得ることができました。当
研究所の生命線である「科学的な力」に一層
磨きをかけ、引き続き市民の皆さんの命と健
康を守っていくことが第一の使命です。また、
次世代のライフサイエンス分野を担う若手の
育成活動にも力を注いでいきたいと思います。

臨床試験のデータベースはインターネットによる検
索・閲覧が可能で、臨床試験が行われている病院や内
容などを知ることができます。臨床試験中の医薬品は
販売前ではあるものの最新の医療であり、一定の基準
を満たせば参加することも可能な場合があり、特に難
病に苦しむ患者さんにとって一つの希望になるかもし
れません。必要に応じてお役立てください。

IQVIAサービシーズ ジャパン合同会社
IQVIA Services Japan G.K.

神戸市健康科学研究所
Kobe Institute of Health

神戸市健康科学研究所

臨床研究情報ポータルサイト

3 4K B IC  P r e s s K B I C  P r e s s



次世代シーケンサー（ゲノム解析装置）
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外国語に興味があり、英語が使える企業での経験を希望して
いた神戸市内の中学2年生の牛田さんが、歯科医療機器を
扱うドイツ本社の企業、デュ―ルデンタルジャパン株式会社
で仕事について学び、体験しました。世界トップレベルの製品
品質と多職種の職員の皆さんに触れ、海外の明るい雰囲気
を感じていると言う牛田さん。体験の最終日には学んだこと
を英語でプレゼンテーションすることにも挑戦するそうです！

KBIC企業「トライやる・ウィーク」学生受け入れに密着！

神戸先端研セミナーを開催しています！TO P I C . 2TO P I C . 2

TO P I C .1TO P I C .1

神戸医療産業都市の最新情報をご紹介。神戸医療産業都市の最新情報をご紹介。

デュ―ルデンタルジャパン株式会社→

神戸医療産業都市推進機構 先端医療研究センター（神戸先端研）では、新しい
医療に繋がる方向の基礎研究や臨床試験まで行った研究など、幅広い医学生
物学研究のセミナーをオンサイトまたはハイブリッドで開催しています。セミ
ナー聴講にとどまらず、神戸医療産業都市に集う研究者・技術者の交流の場と

しても大いにご活用下さい。次回第8回セミ
ナーは1月に開催いたします。
皆様のご参加をお待ちしています。

最新の情報は
こちらから→

◀写真はオンサイトの会場、
クリエイティブラボ神戸

神戸市 企業版ふるさと納税でのご寄付：神戸先端研
応援メッセージ！

本間 陽一 氏
執行役員兼再生医療研究企画部部長

神戸先端研にご寄付くださった
ロート製薬株式会社様よりメッセージをいただきました！

温かなご支援に、感謝申し上げます。

先端医療研究センターの北村俊雄先生は、白血病などの造血器腫瘍の研究や造血幹細胞分化の研究で

世界をリードされておられます。難治性の疾患で困っておられる多くの患者さんに、新しい治療の選択肢が

提供されることを期待しております。また北村先生は、世界に通用する将来有望な若手研究員の育成と、

研究に従事できる環境の整備に注力し、同センターを若手研究員の活躍の場として体制構築を進めて

おられます。まさに当社のビジョンである「Connect for Well-being」と共通していることから、先生の

お考えに強く共感しまして支援をさせていただくことにいたしました。

“難治性疾患の患者さんに新しい治療の選択肢を”

〒650-0047　神戸市中央区港島南町６丁目３番地の７
クリエイティブラボ神戸５階　TEL: 0120-138-078

神戸市：企業版ふるさと納税とは実質負担は約１割！

企業版ふるさと納税を活かした寄付

損金算入による軽減
約3割

税額控除 企業負担

最大6 割 最小
1割

寄 付 額 

通常の寄付

1,000万円寄付すると、最大約 900万円の法人関係税が軽減例 ））税額９割軽減で実質負担は１割に！

お問合せ先：神戸市企業版ふるさと納税担当 TEL：078-322-5489　Mail：kigyo_furusato_kobe@office.city.kobe.lg.jp

神戸先端研：神戸医療産業都市推進機構 先端医療研究センター

医療が進歩することで、それまでは治らなかった病が治るようになる。神戸先端研の研究は、
「治る未来」そのものをつくることとつながっています。最先端の研究に、ご理解とご支援をお願い申し上げます。

免疫機構研究部　神経変性疾患研究部　脳循環代謝研究部　血液・腫瘍研究部　感染症制御研究部｜ ｜ ｜ ｜

先 端 医 療 研 究センター
www.fbri-kobe.org/laboratory/

神戸医療産業都市推進機構
サイエンス・コミュニケーﾀー
井上

KBIC

Science Communicator

ポートアイランドは「住み・働き・
憩い・学ぶ」といった都市の４大機能を
備えた、海上文化都市として誕生しました。
今後、神戸空港の国際化や阪神高速「湾岸
線」の延伸が予定されていることから、これら
の契機を最大限活かすため、まちの将来
ビジョンの検討と並行して、公共施設・空間
の再整備等、まちの活性化に向けた
取り組みを進めています。

Port  Isl a n d  

Reb o r n  Pro j e c t

神戸医療産業
都市

って

どんなところ？

市民の皆さまに

わかりやすく

ご紹介します♪

COLUMN

神戸市都市局 係長
木下さん

将来イメージ
の模型ポートアイラ
ンドに緑を配

した

“ミュージックガーデン”は市民広場を活用した市民

向けイベントです。今後も同様のイベントが予定される

とのことですので、是非チェックしてください！

今回は神戸医療産業都
市に関係するプロジェクト
をご紹介します。その名も
“ポートアイランド・リボーン
プロジェクト”。まちの成熟
とともに、まちの空洞化や

にぎわい低下といった課題が顕在化しつつあるポートアイランド
の活性化に向けたプロジェクトです。本プロジェクトを推進して
いる神戸市都市局の木下さんにお話を伺いました。

第13回 ポートアイランド・リボーンプロジェクト
Port Island Reborn Project

緑を配したポートアイランドの将来ビジョンイメージ

プロジェクトの一環として市民広場の指定管理者が主催した“ミュージックガーデン”
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公益財団法人 神戸医療産業都市推進機構　経営企画部 広報戦略課
〒650-0047　神戸市中央区港島南町6丁目3番地の7 クリエイティブラボ神戸5階
TEL 078-306-2231　FAX  078-306-1708

お問い
合わせ

新神
戸駅

三宮
駅

計算科学センター駅

医療センター駅

神戸空港

KOBE Port 
Island

神戸医療産業都市は、1995年の阪神・淡路大震災からの復興プロジェ
クトとしてスタート。研究開発の拠点や複数の病院、医療関連企業が集
積し、日本最大級のバイオメディカルクラスターを形成しています。市民
の皆さまに最先端の医療を届けるための取り組みが進められ、多くの成果
があがってきています。ウェブサイト、Facebook、メールマガジンなど
様 な々形で情報をお届けしておりますので、ぜひチェックしてみてください。

神戸医療産業都市（KBIC）
ってどんなところ？

企業・団体
向け市民向け

RECRUITING SITE
神戸医療産業都市で働く魅力を紹介しています。
人材募集中の企業のご紹介、企業・団体で活躍されている方のインタビューや就職関係のイベント情報など
をご覧いただけます。

https://www.hataraku-kbic.fbri.org/

神戸ヘルス・ラボ
健康づくりに役立つニュースレターやセミナー情報をお届けしています。
また、「休養・栄養・運動」などヘルスケア分野における製品・サービスの開発に、市民の皆さまに参画
いただく「ヘルスケア市民サポーター」の募集も行っています。

https://www.fbri-kobe.org/cluster/healthcare/

イベントのお知らせやニュースなど、写真と共に随時更新。
最新の情報をいち早くご覧いただけます。

https://www.facebook.com/kobeiryosangyotoshi/

神戸医療産業都市のトピックスをはじめ、セミナー、
イベントの情報を幅広くお知らせしています。
ぜひご登録ください。
https://www.fbri-kobe.org/kbic/magazine/others/

登録はこちらから→

神戸医療産業都市ポータルサイト
「市民向け」と「企業・団体向け」の２種類があり、それぞれニュースやイベント・セミナー情報など、
様々な情報を配信しています。

まずはここから。

Facebook メールマガジン

KBICで働く魅力を発信

みんなですすめるヘルスケア

https://www.fbri-kobe.org/kbic/citizen/ https://www.fbri-kobe.org/kbic/

K
B

IC
 Press

ケ
ー
ビ
ッ
ク
 
プ
レ
ス

2
0
2
3

冬

CONTENTS

P1

KBIC Press
「医療の未来が生まれる場所」神戸医療産業都市がおとどけする医療情報マガジン

ケ ー ビ ッ ク  プ レ ス

INTERVIEW

木原 康樹

P3
INTRODUCTION

IQVIAサービシーズ ジャパン
合同会社

P5
TOPICS
COLUMN

P2
所属機関の紹介

インタビュー 企業・団体紹介 トピックス

コラム

2023 冬

K i ha r a  Ya s u k i

P4

神戸市健康科学研究所

「サイエンス・コミュニケーターが行く！！」

vol.20

vo
l.20

P6

神戸市立医療センター中央市民病院 病院長 木原 康樹

K iha ra Yasuk i

神戸先端研への寄付


